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埼玉県教育局は，６月 13日，令和 8年度の

公立高校の募集人員を発表した。 

8 年度入試の全日制募集人員は，公立高

校１31 校で 35,080 人と前年より 10 学級 400

人減少した。 

全日制の募集人員は３万５０８０人、前年より

12校 12学級４８０人の減となり、魅力ある県立

高校づくり第２期の改革推進計画の実行に伴

う変更によって、２校 80 人の増となり、全体で

は、４００人の減となった。 

募集減 12校 12学級 

上尾橘、岩槻商業・商業、大宮武蔵野、小鹿

野、桶川西、川越西、北本、熊谷、熊谷女子、

草加西、蓮田松韻、ふじみ野 

募集増 ２校２学級 

越生翔桜、大宮科学技術・ロボット工学(新設) 

定時制課程では、川口市立が募集停止とな

り60人の定員減が実施され、募集人員は、２，

０００人となる。 

前年では，県立 3 校 3 学級減で実施され， 

全日制の入試では、出願１.13 倍、志願確定

１.12 倍で推移した。実質倍率でも、1,857 人

(前年 1,251 人)の欠員があったが１.16 倍とな

った。 

この結果，全体の不合格者は，5,225人とな

り，前年の 5,069人より 61人増加していた。 

6 年度入試で，8 年度に実施する統廃合の

前段として，6 校の募集停止が実施されたが，

募集困難校を中心に実施されていることが目

に付く。このため，学力低位層や長欠の生徒

の受験は，定時制よりも通信制に流れている

ようだ。 
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8年度入試で 500人余りの中学校卒業生の減少となりますが，400人の定員減が実施され
ます。65:35の公私間協定は，画餅に期すことになります。欠員補充が 1,857人と大幅に拡
大してきたことが主な原因と思われますが，8年度から私学への授業料の無償化が実施され
ますと，改めて公私間協定比率を見直さざるを得なくなってくると思われます。 

 

１． 埼玉県 公立高校 令和８年度入試募集定員発表 

  資料① 埼玉県 令和８年度公立高校募集定員の概要 
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埼玉県教育局は，6月13日に令和8年度入試

の「生徒募集人員」，5月30日に「公立高校入試

要項・選抜要領」，5月30日に「各高校の選抜基

準」を発表した。 

8年度入試から，調査書の記載欄の変更と，そ

れに伴う各校の選抜基準の得点化の変更があっ

たため，告知を目的として，発表の日程を早めた

ようだ。 

前年から，出願がインターネットを使用する形

式に変わったため， 1月27日から 2月10日と 2

週間に及ぶ長さに変更されている。 

また，合格発表が追検査結果を含め 6日にな

るなど，中学校の卒業式前に全ての手続きが終

わるようになっている。 

選抜基準は，部活動，特技，取得資格が，これ

までの特別活動等の記録欄から，その他の欄へ

記載箇所の変更があったため，その他の欄への

配点が高くなり，特別活動では，生徒会，学級活

動，学校行事への得点が大きく下がっている学

校が多くなっていた。この意味での微調整はある

が，大きな入試内容などの変更点は無い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 26日に東京都教育庁は，令和 7年度

都立高校の入試平均点等を発表した。 

対象となるのは，学校独自問題採用校の独

自問題実施教科を除く，第一次・分割前期入

試の受験生の平均点となる。 

なお，全教科マークシートでの実施となっ

ている。 

学校独自問題での実施を除き、国語が

31,414 人，数学が 31,415 人、英語は 31,266

人、社会は 34,999 人，理科は 34,998 人の平

均となっている。 

国語 75.0点（75.9） 

数学 60.4点（61.7） 

英語 63.7点（66.9） 

社会 59.9点（55.5） 

理科 59.2点（66.8） 

（）は前年度の平均 

５教科合計では，前年度より 8.6 点下がり一

昨年と同じ 318.2点となっていた。 

理科が 7.6 点，英語が 3.2 点下降し，社会

が 4.4点上昇したが、国語以外は，60点前後

になるなどバランスが取れていた。共通問題

の平均点は、これまで、国語は 65～70 点、他

教科は 55～60 点になることが多く、作問の目

標点とも考えらたが，マークシートによる作問

も，以前のバランスに戻っていた。 

この平均点は、自校問題実施校は入ってい

ないため、数値だけで教科の難易度は測れ

ないことに注意が必要だ。 

 

２. 埼玉県 公立高校 令和 8 年度入試実施要項・選抜要領・選抜基準発表 

 

県教育局の8年度入試での合格発表は，東京が3月2日・埼玉が3月6日，千葉県が3月3日とな
っています。 
このため千葉の東京隣接地区，東京の千葉隣接地区の併願手続きは，重複してやや忙しいことにな

りそうです。 

３． 東京都 都立高校の令和 7 年度入試平均点から  
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千葉県教育庁は 5月 27日，令和 7年度入

試の平均点を発表した。 

令和 6年度の本検査での各教科の平均点

は、次のように発表された。 

（カッコ内は 5年度 本検査）。 

▽国語 56.6点（50.4） 

▽社会 51.7点（57.5） 

▽数学 52.0点（51.9） 

▽理科 55.4点（59.1） 

▽英語 47.1点（56.4） 

 ５教科合計の平均点は、前年度より 12.5 点

上昇し，262.8点となっていた。 

千葉県では，学習指導要領の改訂から，

出題分野が増加し，出題も「論理的に考察す

る力，統合・発展的に考察し表現する力」を

重視する出題になってきていた。 

6 年度は，5 年度より 17.6 点上昇したがこ

れは，マークシート化になった初年度であっ

たことが影響しているようだ。2 年目は一昨年

並みとなっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7月1日千葉県教育庁は，令和7年度受験

生(令和 7 年 3 月卒業生)の評定調査結果を発

表した。評定調査は，東京に引き続きの全校調

査となる。 

埼玉県では，平成 15 年以降は，実施してい

ない。 

令和 3 年度から，学習指導要領の改訂に伴

い，要録の観点別評価の観点が変更となり，各

教科の評定への変化が予想された。一方，この

評定がそのまま使用される調査書については，

その結果を検証することがなく 4年度入試以降

で利用されている。 

千葉県では，資料③を見ると，全科目にわた

り前年度なみの評定割合になっているようだ。 

但し，実技系の科目の「5」の割合が 5 科目の

割合よりも少なく，「4」に集中する傾向が読み取

れる。 

また，9 科目総合の割合は不明だが，国語で

は，87.9％の生徒が評定「3」以上，数学で

82.6％，英語は 84.3％などとなっている。技術

系 4科は，9割を超えていた。 

また，この割合は，前年度から変わっていな

い。 

 

 

 

 

 

 

４． 千葉県 令和 7 年度入試平均点から 

 

千葉県公立高校の初めての 1回選抜では，最終の実質倍率は，1.14倍となり，前年後期の 1.15倍と変わ

りませんでした。昨春の選抜では，1.14倍，今年度では，1.13倍となっています。 

５． 千葉県 令和7年度受験生の評定調査から  

 資料③ 千葉県 令和7年度受験生の評定調査結果 

東京都の評定調査，千葉県の評定調査を比較すると，調査をしていない埼玉の評定も想像できると思い

ます。各教科の「5」が 20～25％ということは，1クラスで「5」が 8～10人いるということです。さらに，「3」以上が

80～85％ということは，同様に 32人から 34人いるということです。この状況で公平な選抜が出来ているとは

思えません。 
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7月 4日文部科学省は，中央教育審議会 教

育課程特別委員会へ 観点別の評価について

提案した。 

観点別評価については，現行の学習指導要

領の施行に合わせて，指導要録の内容が改訂

され，その際，観点別評価の観点の改訂がなさ

れている。以前は，国語 4 観点，他教科は 4 観

点だったが，小学校は令和 2 年から，中学校は

3年から，高校は4年から，観点を「知識・技能」，

「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む

態度」の 3観点とした。観点別評価は，各観点を

A・B・C で評価し，さらに総合評価として評定と

するようになっている。 

今回の提案は，「主体的に学習に取り組む態

度」について，所見欄で記述とし，特に優れて

いる場合，他の 2 観点と併せ評定を決定すると

いうもの。指導要録は通知表と連動するため，

次の学習指導要領改訂のタイミングで変更にな

ると見られる。 

6年 12月に文部科学大臣から中教審に学習

指導要領改訂の諮問が出て，中教審特別部会

が検討を開始している。8年度末には答申となり，

12 年には，小学校，13 年に中学校，14 年には

高校で新指導要領が施行される見通しだ。 

 

 

閑話休題 

 教職員の働き方改革，あるいは，入試採点・評点ミスの解消から，公立高校のコンピュータ採点の利用が急速

に拡大してきました。神奈川では，平成29年度からがコンピュータ採点が，令和6年度入試から全校ネット出

願に，東京都でも，平成29年度からコンピュータ採点が，令和5年度入試から全校ネット出願になり，千葉県

では，令和6年度入試から，ネット出願とコンピュータ採点を実施しています。 

埼玉では，7年度からネット出願を採用し，採点については，入試改革を実施する9年度に検討するとしてい

ますが7月10日現在，いまだ公表には至っておりません。 

 しかし，9年度の入試が調査書の大幅な改定と自己申告資料，面接に変り，特色選抜と一般選抜方式への変更

となり，現場の先生方の作業は，働き方改革に逆行することになりますので，早晩，コンピュータ採点は導入さ

れると考えられます。 

埼玉の公立高校の説明会や文化祭などの日程が公表されました。私学と同様に，申し込み制・定員制になって

います。大きく異なるのが，公立の多くの学校では，定員に達した際に閉め切られ，追加日程はほとんど設けら

れないことでしょうか，公立の人気が低下しているため，公私間協定の定員比率が60対40に近づいてきまし

た。 

受験生の学校選択の幅を広げ，目的意識を持たせるためには，いろいろ工夫して，公正な機会を提供すること

は，不可欠だろうと思います。人気がなくなったから定員を縮小する。更に塾対象の説明会が東部地区を中心に

拡大してきました。 

公立の成績上位性が受験する学校は比較的倍率は落ちていません。中堅・下位の生徒を集める学校の今一つの

工夫や柔軟性を期待したいと感じています。 

 国の就学支援金の拡大‐私学の授業料無償化‐に対して未だに決定がなされていません。保護者の関心も大い

にあると感じています。生徒の志望校の鑑定にも絡んでくると思います。一方では，これとセっとがと思われる

公立のデジタル併願制の論議は進んでいるように思われます。 

６． 文部科学省、中教審特別部会へ提案 新たな評価方式へ 

 資料④ 中教審特別部会の配布資料より抜粋  
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資料① 
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資料② 

埼玉県電子出願の願書等 

 



8 

 



9 

資料③ 
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資料④ 

中央教育審議会 教育課程特別部会の配布資料の抜粋 

 


